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日本史（大庭が担当）それぞれの立場
からアプローチする地歴連携の授業を
行った。イメージとしては，通常の日
本史 A の授業に 1 時間だけ地理がお
邪魔する形である。本レポートはその
1 時間目の内容を記したものである。

計 2 時間の具体的なテーマは「関東
大震災と防災」とし，目標としては「関
東大震災について，地理的な見方考え
方と歴史的な見方考え方を複合的に働
かせて，今日的な意義を見出せること」
とした。

₃．関東大震災と防災（1時間目）

本時の展開は表 1の通りである。
展開①では，関東大震災を阪神・淡

路大震災と東日本大震災と比較しなが
ら，その概要と特徴を生徒に理解させ
た。発生年月日やプレート境界型の地
震である等の基本的な情報を知ってい
る生徒はいたが，震源が小田原北西部
付近 1）であることは残念ながら誰も
知らなかった。確かに東京の犠牲者・
行方不明者数は多く，関東大震災は東
京の震災であるというイメージが広く
共有されているからなのだろう。そこ

₁．�はじめに

お茶の水女子大学の長谷川先生から，
本誌で地理専門と歴史専門の先生方の
座談会が行われたというお話をうかが
った。その際，私から地理と歴史が連
携した実践があるのですが…というお
話をさせていただいたところ，座談会
を受ける形で本誌に寄稿させていただ
く運びとなった。そこで昨年秋に実施
した，関東大震災をテーマとした地歴
連携による授業開発の試みを紹介させ
ていただく。

₂．�本実践の位置づけ

筑波大学附属高校の地理歴史科・公
民科のカリキュラムは，1 学年で世界
史 A，地理 A（それぞれ 2 単位），2
学年で日本史 A，倫理（それぞれ 2
単位），3 学年で政治・経済（2 単位）
を全員が履修する形態をとっている。
本実践は，2 学年の日本史 A におけ
る実践である。

単元「第一次世界大戦と日本」の中
で関東大震災を 2 時間で扱い，1 時間
目は地理（中村が担当），2 時間目は
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で，生徒に神奈川県沿岸部でも大きな
被害があったことを描いた絵画 2）を
数点見せ，その被害は東京に限られた
ものではなかったこと，その後の余震
を含めた震源域は東京湾南部に広がっ
ていたことも理解させた。

展開②では，本校が位置する文京区
が含まれる，東京 23 区が描かれた地

図帳の地図を配布し（日本史の授業で
地図帳を持参していないため），これ
をもとに 3 地点【ア．新宿駅付近，イ．
本校南部の文京区・新宿区の区界（飯
田橋駅）付近，ウ．両国駅付近】を震
度 3）の大きい順に並べ，その理由を
考える問いに取り組ませた。個人で考
えさせた後にグループ活動に移り，意

時間 学習活動 指導の手立て 資料・評価

導入
5分

テーマの確認 パワーポイント（スライド）
を使用

生徒作成の地図

展開①
10 分

三つの大震災（関東，阪神・
淡路，東日本）と比較して
関東大震災の概要をとらえ
る。

生徒同士で知識を共有し，
発表するように促す。

＊授業プリント配布

積極的に発表している。
【関心・意欲・態度】

展開②
15 分

東京 23 区の 3 地点でどこ
の揺れが大きかったかを予
測する。

なぜ 2 地点は揺れが激し
かったのかを考え，グルー
プで意見交換する。

＊資料プリント配布（東京
の地図）
個人作業→グループ活動へ

＊しばらくして，資料プリ
ント配布（デジタル標高地
形図）震度の地図を提示す
る。

資料から原因となる情報を
読み取れる。
【技能】

展開③
15 分

被害状況を資料から読み取
り，まとめる。

被害を最小限にするため
に，その後行政はどのよう
な対策をとったかを考え，
意見交換する。

被害状況を示した地図を提
示する。

被害状況だけではなく，配
布資料（地図）などからも
情報を読み取らせる。

グループごとに発表させ
る。

学んだことや資料を活用し
て考え，意見を出すことが
できる。
【思考・判断・表現】

まとめ
5分

復興局が行った実際の対策
を理解し，振り返りを記入
する。

グループ，個人ごとに適宜
支援する。

振り返りを記入し，本時の
まとめを行うことができ
る。
【知識・理解】

表 1 本時の展開（概略）
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